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多人数同時測定サーマルシステム 

リモート管理 

ユーザーマニュアル 

 

モデル：ARTomo-MP-JC55J-RE 
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※当機器は、薬機法で定める体温計ではありません。モニタリングの目的であり、体温とは体温近似値

を指し、体温測定は体表温を測定し、AI により体温近似値に換算するものです。 

非接触でスピーディーに体表温を検知、AI搭載のタブレット型体温検知システム 

～「新しい生活様式」の定着に向けて～ 

アトモ株式会社 は、非接触で瞬時に体表温を検知できる AI 搭載タブレット型体温検知システムを 2020 年より

販売開始いたしました。 

本システムは、AI（人工知能）を活用した顔認識技術とサーマルカメラにより、対象者がマスクや眼鏡を着用

したままでも、所要時間0.1秒以下でスピーディーに発熱の疑いがある方をスクリーニングします。 

 

今なお猛威を振るう新型コロナウィルスへの対策として「発熱者の識別」が重要視され、あらゆる施設やオフ

ィスの入口で検温や消毒をするなど「新しい生活様式」の定着が求められております。 

今後の長期シナリオを見据え、検温作業にかかる人員の削減や入口ゲートでのスムーズな体温スクリーニング

へのニーズから、対象者自身がカメラの画面で測定結果を確認できる機種の需要が高まっております。 

 

従来の赤外線測定機器を使ったタブレット型製品では、画面内の測定範囲に顔の位置を合わせる必要があり、

身長によっては対象者の上下の動作が必要でした。 

 

本システムはサーマルカメラを搭載することで、画面内のどこに顔があっても AI が自動で顔を識別し、額の

温度を測定することが可能です。また、高精度サーマルイメージセンサーにより 0.1 秒以下という高速測定が

可能になりました。さらに温度測定距離が0.3～1.2m と広いことで、検温のための静止がほとんど必要ない

ため、来訪者にストレスを与えることなく安心・安全な空間を提供することに貢献します。 

世界中の人々の健康と幸せを守る 
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上記、極端な環境で使用する場合、本体は故障しないかもしれないですが、正しく検温ができない場合はございます。 

周囲温度が 36、37 度を超える高温環境では使用できません。どのように測定しても高温になります。 

※本社のサーマルカメラ（顔認識温度計）の製品プロセスは、平均温度 28 度で校正およびデバッグされているため、 

機械の動作環境温度は、室内温度が 28 度に近い環境で使用することをお勧めします（プラスまたはマイナス 5 度）。 
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4. よくある質問： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章・画像等の内容はアトモの著作物のため 

無断転載及び複製等の行為はご遠慮下さい。 

All rights reserved / Quotation / Copy prohibited 

許可なく第三者への共有はしないでください。 
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1. Reminders と注意 

本製品は、セルフサービスの体温クイックスクリーニングに使用され、発熱のある人の迅速なチェックと自分の

体温状態の把握を目的としています。 インストールして使用する前に、以下の注意点をよくお読みください。 

1.本製品のコア温度測定部品は、大手メーカー独自のサーマルイメージングセンサーを採用し、顔(額・目角)か

ら放射される赤外線エネルギーを感知して温度を測定する仕組みになっています。なので、直射日光を避けて

ください。センサーに損傷を与えてしまいます。 

2. この製品の周囲温度は 10 ～ 40 ℃、相対最大湿度は 55% 以下です。それ以外の場合、異常な温度測定

が発生します。 

3. 温度測定の精度を確保するため、本製品は屋内で使用する必要があります。 設置中は日光、風、ドア、ガラ

ス窓、エアコンなどの熱源からの干渉を避け、測定中は発汗や複雑な背景環境を避けてください (背景には、

純白の背景パネルを推奨します)。 

4.本製品はクイック温度スクリーンとして使用されます.測定中は、人体と本製品が同じ室内環境に 3 分以上滞

在し、測定中は飲酒、食事、運動をしないでください。 

5. 許可なく本製品の解体、改造をしないでください。  

6. 次のような状況から遠ざけてください。 

— 極端な温度  

— 衝撃、落下  

— 汚染、ほこり  

— 直射日光および拡散太陽光  

— 高温および低温環境  

— 多湿環境 

7. 本製品は防水ではありませんので、液体や蒸気に触れないでください。 

重要な注意事項: すべての機能と安全に関する情報を確実に理解するために、すべての指示を注意深くお読み

ください。  
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2. 本体(ハードウェア)ご使用上のご注意 

 

 

ご使用上のご注意：（ご使用操作のオススメ仕方） 

（オプションのリモート管理機能をご購入の場合）可能であれば、サーマルカメラに対しての操作は全てリモート

管理で行った方がオススメとなります。 

(ローカル本台にて HDMI、LAN、電源 : 3 つのみでご使用はオススメとなります。) 

※サーマルカメラのデバイス本体での Micro USB（キーボード、マウス）を使わず、全てリモート管理で操作制

御を行います。 

 

もしどうしてもローカルでのサーマルカメラのデバイス本台での Micro USB を使いたい場合、サーマルカメ

ラのデバイス本体の Micro USB や HDMI ポートを壊さないで、必ず優しく入れるようにお願い致します。 

附属 Micro USB ケーブルと 附属の HDMI ケーブルのご使用を使ってお願い致します。 

※サーマルカメラのデバイス本体での Micro USB を無理ありにケーブルを挿さないで、コネクターが壊れる

恐れがあります。 

（力の入れすぎ等の破壊は製品保証外になるため、ご注意をよろしくお願い致します。） 

裏面のコネクター： 力の入れすぎ等の破壊は製品保証外になるため、

ご注意をよろしくお願い致します。 
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3. 製品パッケージの詳細 

1 装備一覧 

パッキングリストは次のとおりです。 

 

 

 

  

  

 

  

  

 

  

 

備考商品は随時更新しておりますので、写真と実際の商品が異なる場合は、実際の商品をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤外線カメラ パン＆チルトサポ

ート 
1 * HDMI ケーブ

ル 

1 *ネットワークケ

ーブル 

1 *電源アダプター 保証書 1 * OTG ケーブル 
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4. サーマルカメラ(ローカル)ハードウェアの設定 

 

サーマルカメラ （ローカル）本台設定 のご説明及びご注意： 
1. サーマルカメラと HDMI モニターの接続。 

サーマルカメラのデバイス本体の HDMI ポートにて HDMI ケーブルを使って、HDMI（映像＆音声）対応

のモニターに接続してください。 
※HDMI 技術は（映像＆音声）両方とも対応でき、HDMI の特徴は、音声と映像が１本のケーブルで伝送できることです。 

 

2. サーマルカメラとネットワークの接続をしてから、電源を入れて起動。 

サーマルカメラのデバイス本体の LAN ポート(RJ45)に LAN ケーブルを使って、DHCP 機能が持つ 

ルーターや社内ネットワークに接続してから、アダプター電源を接続立ち上げてください。 
※先にネットワークに接続した上、電源を起動してから、IP をルーターから自動的にもらいます。 

 

ご使用上のご注意：（ご使用操作のオススメ仕方） 
（オプションのリモート管理機能をご購入の場合）可能であれば、サーマルカメラに対しての操作は全てリモ

ート管理で行いた方がオススメとなります。 
※サーマルカメラのデバイス本体での Micro USB（キーボード、マウス）を使わず、全てリモート管理で操作制御を行います。 

 

もしどうしてもローカルでのサーマルカメラのデバイス本台での Micro USB を使いたい場合、サーマル

カメラのデバイス本体の Micro USB や HDMI ポートを壊されないで、必ず優しく入れさしてよろしくお

願い致します。附属 Micro USB ケーブルと 附属の HDMI ケーブルのご使用を使ってお願い致します。 
※サーマルカメラのデバイス本体での Micro USB を無理ありにケーブルを挿さないで、コネクターが壊れる恐れがあります。 

（力の入れすぎ等の破壊は製品保証外になるため、ご注意をよろしくお願い致します。） 
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3. リモート管理のご使用環境の設定（社内ネットワーク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ wifi のご使用は本体にて設定ください。 

先に有線 LAN にてリモート管理でログインしてから、本体にての無線 Wifi を設定することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

① ハードウェアの準備と接続構成： 

ルーター (DHCP 機能 ON） 

LAN Cable LAN Cable 

同じネットワーク IP 範囲内の目的 

操作パソコン サーマルカメラの LAN ポートに接続 

例：IP：192.168.0.8 例：IP：192.168.0.5 

ルーター (DHCP 機能 ON） 

LAN Cable 

② Wifi ご利用の接続構成イメージ： 

Wifi か LAN 
同じネットワーク IP 範囲内の目的 

操作パソコン サーマルカメラの LAN ポートに接続 

例：IP：192.168.0.8 例：IP：192.168.0.5 
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4. リモート管理ソフトのご使用案内 

（ご使用環境は Windows 64 bit パソコンでご使用をお願い致します。） 
 

Step 1 

ZIP ファイルを操作パソコンに移し、解凍してから、リモート管理ソフトを開く。 

 

 

Step 2 

リモート管理ソフトでの実行ファイルを管理者として実行 

 

リモート管理ソフトの実行ファイルです。 

マウスを右クリックを押し、パソコンの管理者として実行 
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Step 3 

最初の ログイン 

（ここは表す言語は関わらず、2020 のパスワードを変えずに、まず ログイン ボタンを押してください。 

 

     

 

 

 

 

Step 4 

リモート管理ソフト Mini Tool のコントロール画面の右上に、言語のセッティングや切り替えができます。 
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Step 5 

サーマルカメラのデバイス本体の HDMI に接続されてるモニターに現れた IP を管理ソフトに管理を追加。 

 

（ローカル：サーマルカメラのデバイス本台に接続されてモニターの画面：IP は右上に表示されてあります。） 

 

 

（リモートの管理画面で：「+デバイスを追加」ボタンを押し、上記ローカル本台に接続して現れた IP をデバイス

を追加ウインドウにてデバイスの IP アドレスに入れてから OK を押してください。） 

（ログインパスワード: 【abc123】 換えずに、デバイスを入れてからそのまま OK を押してください。） 

 

IP を右上に表示されております。 
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Step 6 

デバイスを追加してから、コントロールパネルを開き、LIVE 同期操作に入ります。 

 

 

Step 7  

ここまでローカル本台とリモート管理での LIVE 画面が同期となります。 （リモート管理の操作案内は完了） 

 

デバイスを追加してから、コントロール

パネルを表します。 

⇔ LIVE 制御ボタンを押します。 
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ローカル本台 及び リモート管理（同期画面） 

画面の案内 
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1. 簡単な設定 

 

1 アプリケーションの説明 
2. 非専門の建設作業員で、簡単なパラメータの変更のみを行いたい場合（例えば、℃ シリーズ一覧表マジック

シングシングの切り替え、会社情報の変更、言語とタイムゾーンの切り替え、一時的な人員の追加許可など） 

3. 職員の出入り時に体温測定を行う必要があり、迅速な検温を行う必要があるだけです。 

4. スタンドアロンの温度測定を使用するため、トレーサビリティ データをネットワーク化する必要はありません。

     

 

 

2 推奨検出温度 
高温しきい値  おすすめ 37.3℃。 

 

 

3 その他の構成手順 
備考：ソフトウェアは継続的に更新されているため、入手したものとはインターフェースが異なる可能性があり

ます。  

ログイン：  左上隅のボタンをクリックしてログインします 
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デフォルトのパスワード： abc123 
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温度設定： 温度単位オプションをクリックして、摂氏と華氏を切り替えます。警告値は

高温しきい値です。 

 

「確認」をクリックして設定を保存します。 

 

デバイスの設定：   

タイムゾーンをクリックすると、タイムゾーンを切り替えることができ、言語をクリックす

ると、言語を切り替えることができます。 

 

「確認」をクリックして設定を保存します。 
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認識設定：   

会社名を設定します。 

 

「確認」をクリックし、設定を保存します。 

 

 

輸入スタッフ：   

人をまとめて輸入する 
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レコードのエクスポート：   

USB フラッシュディスクに接続し、認識レコードをエクスポートします。 

 

a. 選択する エクスポートする個人レコードをフィルタリングします 

b. ストレージ USB フラッシュディスクに接続し、エクスポートパスを選択します 

c. 時間 期間内のレコードをフィルタリングします 

d. 書き出す レコードを直接エクスポートします 
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4 準備完了画面の表示 
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サーマルカメラ 
大量納品、仕入、販売、見積りなど 

お問合せください。 

アトモ株式会社  

HP：https://www.artomo-inc.com 

メール：artomo.jp@gmail.com 

オンライン：https://pse.is/38rk8a 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 4‐1‐10‐905  

オンラインお問い合わせ QR 


